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第 1 章では、「軽度」身体障害者の操作的定義と、「軽度」身体障害者を取り巻く社会の現状につ 
いて、障害者福祉施策の視点から課題点を整理した。第 2 章では、本論文における研究の方法を示 
した。
第 3 章から第5 章までは、「軽度」身体障害者の障害観についてライフストーリ— r ン夕ビュー 
による実証的研究を行い、「軽度」身体障害者の障害観を分析し考察した。第 3 章では、「軽度」身 
体障害者の障害観変容のライフサイクルとは、①健常者へのあこがれが強い障害の否定期、②ネガテ 
ィブな障害の経験から開き直れる時期、③ 「重度」化によって障害との折り合いをつける時期である 
ことが示された。第 4 章では、「軽度」身体障害者の困難な場面への対処のプロセスにおいて、①ー 
人でできることに意味見出す、②他者との「ほどほどの」関係性を重視する、③重度化による生活の 
変化への不安という障害観が明らかとなった。第 5 章で、これらの障害観は、時代背景に大きく影 
響を受け、世代によっても異なることが示された。
第 6 章では、第 3 章で明らかにした障害への意識の視点から、「軽度」身体障害者の社会参加にお 
ける特性を明らかにした。すなわち、①他者との関係性において自己呈示の方法が問題となりやすい 
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